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ヒーローズ

’s おかやま 2016 年 5－6 月号          

ヒーローズ塾生のみなさん、保護様方、こんにちは。 

5月の連休が終わった思えば、すぐに研修や旅行、体育祭などがあり、体も疲れ

ているころでないでしょうか。5月病なんていう言葉もあるほどです。環境の変

化に対応できず、精神的にも身体的にもダメージを受けてしまい活力がなくなっ

てしまう病気です。何事も「完璧に」ではなく「やり過ごす」ことも大切ですね。 

さて、中学3年生諸君(小学6年中学受験生)は「受験までまだまだ時間がある。」

「夏からやればいいや。」なんて思っていませんか？ そう思っている人は多い

と思います。しかし、受験は『絶対評価』ではなく『相対評価』（絶対評価…一

定の基準で評価。相対評価…その時々で適当な基準で評価する。たとえば、方角

は絶対評価です。北は北、南は南です。相対評価は方向です。人の向きによって

前後、左右が変わります。）であり、順位を競うもの。椅子とりゲームのような

ものです。夏からはみんながゲームに参戦するので、順位を上げるためには相当

な努力が必要です。夏以降は、自分ではかなり頑張ったつもりでも、順位が上が

らないのは参加者が多くなるからです。よく受験はマラソンや山登りにたとえら

れますが、このマラソンや山登り、実はルールなし。例えばスタートの合図なん

てありませんので、フライングＯＫです。疲れたら途中で休憩もＯＫ。自転車や

バイクに乗ってもＯＫです。 

みなさんは、塾の宿題をきちんとこなしたり、県模試を受験したり、講習や補習

に参加したりしていますか？参加している生徒さんは、その時点ですでにバイク

など早い乗り物に乗っているということです。この早い乗り物を使い、今の時期

に競争を優位にしておくことです。実は今、順位を上げやすいのです。 

努力が結果としてかえってきやすいので、さらにやる気が出てきます。その結果、

夏には今よりも成績が上がっていることでしょう。そうすれば、夏以降も余裕を

持って志望校合格のための勉強ができ、合格を勝ち取ることができるはずです。

今すべきことは、苦手教科や単元の復習です。１・２年生のときの塾のテキスト

をもう一度解いても良いし、学校の問題集を解いても良いです。問題を解いて、

苦手部分が見つかったらそこを重点的に復習し、そして、わからない問題は我々

に質問しましょう。まずは「動く。」ということです。自分が動かない、つまり、

止まっているということは相対的には他者との差は変化します。優位な立場（勉

強が得意な生徒さん）にいる人は他者との差は小さくなり、不利な立場（勉強の

不得意な生徒さん）にいる人は他者との差は広がります。つまり、勉強が不得意

な生徒さんであればあるほど、ますますトップとの差が広がるということです。 

随分、昔、君原選手というマラソン選手がいました。オリンピックでもメダルも

取った有名なマラソン選手です。途中で苦しいときに「あの電柱まで走ろう」と頑張ったそうです。その電柱までたどり

着いたら、さらに次の電柱を目指したそうです。そして気がつけば完走していた。受験勉強はそのようなものです。 

第２回中学生岡山県公開模試は6月11日（土）に行います。（中3生のみ)  

4月に続き第2回目の模試を6月11日（土）に弊塾で行います。4月に受験した生徒さんは6月で伸びを確認しましょう。

該当者には申込書を同封していますので期日までのご提出をお願いします。なお土曜11日の実施が難しい生徒さんは個
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別にお申し出ください。日時を調整します。ご請求は7月度振替（6月27日）となります。※なお、この6月の模試の成

績で夏休みの学習計画を策定しますので中3受験生は原則受験をお願いします。 締め切り6月2日（木） 

第２回中学受検適性検査模試は6月18日（土）に行います。（小６のみ） 

小学6年生で私立・公立中高一貫校を受検される生徒さんには同封しています。原則、受検される生徒さんは申し込みを

お願いします。締め切り日までにご提出ください。6月18日(土)適性Ⅰ14時00分〜14時45分、適性Ⅱ15時〜15時45

分の予定です。         

算数検定、語彙・読解力検定に申し込みいただき、ありがとうございました。 

6月18日（土)の16時〜からの予定です。（算数検定の級により開始時間差があります。）該当の生徒さんには準備らしき

ものを同封しています。正直、普段の力ですので準備といっても、結果がすぐに反映される検定ではありません。 

ご参考までに目を通していただければと思います。また、語彙・読解力検定の対象は中学生ですので、前回小５以上の方

のみに紹介させていただいています。受検の際は対策テキストも市販されていますので、一度、保護者様方にも目を通し

ていただければと思います。 

英単語をすぐ忘れてしまう。まずは、使ってみる。忘れる、ということは素晴らしいことです。

一度、覚えたということですから・・・。その繰り返しで忘れにくくなってきます。今、世間では英語を使える英語とす

るために4技能『読む・書く・聞く・話す』のバランスが重要視されています。学校授業も文科省の指導要綱のもとテキ

ストレス（テキストを用いない）で議論を中心とした授業、すなわちアクティブラーニングを試行しています。実際はど

うでしょうか？会話や議論重視の学校授業となり、塾では逆に基本文法が理解できない、英単語が書けない、という現状

に日々ぶつかっています。せめて中１の間は基礎としての英単語、英文法をしっかり理解すべきだと考えます。そこを飛

ばしてしまい、ネイティブの先生が会話中心の授業を行っても、ある一定水準で成長は止まります。そんな風潮であるか

らこそ、より英単語や英文法のマスターが必要です。中学校で1500〜1700語、高校では3000語くらいでしょうか。せっ

かく覚えた英単語。まずは忘れないようにするためには、日常で「使ってみる。」ことを勧めています。

 

例えば・・時間割り・・毎日、目にしますね。この時間割りを英語バージョンで作ってみたらどうでしょうか？現中1生

は、今、曜日や教科などちょうど学習していると思います。「英語版の時間割を作ってきてください。カラフルにね。」と

宿題を出しています。他にもカレンダーや日々の予定表など英語表記で自作してみる。使うことで記憶が蓄積されますね。           

mailto:akinami0119@gmail.com
http://heros-okayama.com

